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令和３年１２月草津市教育委員会定例会会議次第 会議録 

 

 

                令和３年１２月２４日（金）１３時００分開会 

 

 

日程第１ 会期の決定について 

 

日程第２ １１月定例会会議録の承認について 

 

日程第３ 教育長報告 

 

日程第４ 

 報告事項  

  （１） 草津市学校給食費徴収規則の制定について 

  （２） 令和４年度草津市立認定こども園（教育認定）の園児募集結果について 

  （３） 寄付の受け入れ報告について 
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開会 午後１時００分 

 

それでは、ただいまから草津市教育委員会１２月定例会を

始めます。なお、本日は松嶋委員から欠席届が出ております

ので御報告をいたします。 

議事に入ります。 

 

―――――日程第１――――― 

 

日程第１「会期の決定」についてでありますが、本日１日

限りといたしたいと思います。御異議ございませんか。 

 

― 異議なし ― 

 

異議がないようですので、１２月定例会は本日１日限りと

いたします。 

 

―――――日程第２――――― 

 

次に日程第２「１１月定例会会議録の承認」についてであ

りますが、あらかじめ事務局から配付され熟読されたと思い

ますが御異議ございませんでしょうか。 

 

― 異議なし ― 

 

異議がないようでございますので、１１月定例会会議録は

承認されたものと認めます。 

 

―――――日程第３――――― 

 

次に日程第３「教育長報告」に移ります。 

それでは、私から諸般の報告をさせていただきます。 

はじめに、新型コロナウイルス感染症についてでございま

す。１１月１８日から本日まで市内小中学校における児童生

徒における陽性者は確認されませんでした。報道等によりま

すと、オミクロン株の市中感染が確認されており年末年始で
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人の動きが活発になるため、３学期の開始後には学校内で感

染が拡大されることが予想されることから、各学校におきま

しては、緊張感をもって引き続き感染症対策を徹底して参り

ます。 

次に草津市議会１１月定例会が１１月２６日から１２月１

７日の会期で開会されました。教育委員会の議案としまして

は、令和３年度草津市一般会計および学校給食センター特別

会計補正予算、職員の休暇等に関する条例等の条例改正、指

定管理者の指定について上程し、すべて原案どおりの議決を

いただいたところでございます。詳細につきましては、１１

月定例教育会で報告しておりますので割愛させていただきま

す。また、この議会の議案に関する質疑および一般質問で

は、７名の市議会議員より質問がございました。質問順に御

紹介いたしますと、田中議員からは「地域協働合校の推進に

ついて」、永井議員からは「学校の部活動改革について」、八

木議員からは「アーバンスポーツについて」、小野委員からは

「中学校給食および小野山製鉄遺跡の活用について」、石本議

員からは「生涯学習の推進について」、西垣委員からは「コロ

ナ禍による子どもたちへの影響と対策について」、西川委員か

らは「通学路の安全対策について」以上７名の議員より質問

をいただき、答弁をさせていただきました。多岐にわたって

質問をいただき、教育への関心の高さを感じたところでござ

います。答弁内容につきましては、後日ホームページに掲載

されますので、御覧いただければと思います。 

次に１１月２１日に開催されました「くさつビブリオバト

ル」へ出席しました。令和２年度は、新型コロナウイルス感染

拡大により中止となりましたが、令和３年度は子ども読書活動

の充実のため、例年より規模を縮小し、希望する学校のみが参

加する形で実施いたしました。出場者であるバトラーのみなさ

んは、持ち時間１人３分間の中で、紹介したい本の内容や読ん

だ感想、紹介したい理由等を聴衆に向けて熱心にプレゼンテー

ションしていました。聴衆からもおすすめポイントをより詳し

く聞いたり、自身の感想をバトラーに伝えたりされていまし

た。どのステージも接戦で、くさつビブリオバトルのレベルの

高さを感じました。また、立命館大学の木村先生にも講評をい

ただき、今後のレベルアップに向けたアドバイスを頂戴したと
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ころでございます。今後も子ども読書活動の充実に向けて、く

さつビブリオバトルがますます盛り上がっていくことを願い

ます。 

次に１１月２３日に草津市ボランティアガイド協会主催に

よる芦浦観音寺が一般公開されましたので訪問させていただ

きました。令和２年度からは新型コロナウイルス感染拡大の影

響により中止しておりましたが、２年ぶりに広く御覧いただけ

る機会であり、主催者の発表によりますと１６７人の御来場が

あったということです。コロナ禍の中で運営には苦労があった

と思われますが、草津市内にある大事な史跡を広く御覧いただ

ける機会ができてよかったと思います。今後、史跡整備を進め

ていくことで、地元の人にもまちの誇りと感じていただくとと

もに、より多くの市内外の人々にこの史跡に訪れていただき、

草津市の文化財を知っていただく機会になることを願ってお

ります。 

次に１２月４日に南笠東学区で合同フェスタが開催され、訪

問いたしました。例年ですとこの時期は、地域協働合校など各

種団体さんの協力のもと各地域でふれあいまつり等がにぎや

かに開催されるところですが、今年は市内では南笠東学区のみ

の開催となりました。コロナ禍の中、感染症対策に努めながら

開催していただき、御苦労に感謝をいたしますとともに、子ど

もたちの楽しむ姿が見られ、これまで大切にされてきた地域の

つながりがこうした行事や日々の活動を通じてこれからも受

け継がれ、発展していくことを願っています。 

次に１２月１３日に老上西小学校で開かれた「レッツエンジ

ョイスポーツ！」を視察しました。このレッツエンジョイスポ

ーツ！は、ジュニアスポーツフェスティバルの代替事業とし

て、市内全小学６年生がトライアスロンの宇田選手やレイクス

ターズのバスケットや陸上の選手等のアスリートから直接指

導いただき、鍛えられた技への感動やスポーツの楽しさを感じ

るための事業です。学校の先生では指導できない内容について

教えていただくことは子どもたちにとっても良い経験となっ

ていると感じました。また、間近にアスリートの技を見せてい

ただくことで、「すごいな」「かっこいいな」という憧れの気持

ちから、子どもたちが今後のスポーツへの取組について考える

きっかけにつながってくれればと思いました。 
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同じく１２月１３日に松原中学校では、プログラミング学

習が行われましたので、視察をいたしました。 

学校教育パイオニアスクールくさつ推進事業の一環とし

て、立命館大学の情報理工学部教授の高田先生とその大学生

のサポートを受けて、２年生を対象としたロボ・ブロックス

によるプログラミング学習を教わりました。生徒たちは変数

や乱数などの数学的な知識を応用して、花占いやおみくじな

どのプログラミングを行っていました。教授や学生のサポー

トを受け、自分で用いたアイデアを表現できるよう、プログ

ラミング的思考を働かせながら取り組んでいる姿を見ること

ができました。 

そして昨日ですが、全国の市町村教育委員会オンライン協

議に出席をいたしました。 

私は「地域と学校との連携・協働について」「学校における

働き方改革について」の２点についての分科会に分かれて各

市の取組状況を発表し意見交換をいたしました。 

１点目の地域と学校の連携・協働につきましては、各市い

ろいろな取組をされていましたが、総じてどの市においても

地域の人材の確保に苦労をされていました。一方で、地域で

頑張っている方も多数おられるので、学校が地域をどのよう

に巻き込んでいくのか、学校が地域に入っていくという姿勢

も大事ではないかと改めて感じたところでございます。 

また２点目の働き方改革につきましても様々な取組を行っ

てきておりますが、教職員の意識改革がネックとなり、根本

的な解決につながってないという声が多くございました。ま

た、部活動に関することも働き方改革の大変大きな課題であ

るということが共有をできました。こうした機会を通じまし

て、様々な情報収集に努めながら、今後も本市の教育行政の

発展に役立てていきたいと考えております。 

最後になりますが、間もなく２０２１年が終わろうとして

おりますが、振り返りますと、新型コロナウイルスが流行し

始めて丸２年となります。学校現場は多大なる影響を受けな

がらも、工夫と努力で乗り越えてきました。夏の緊急事態宣

言発令中も、一斉にオンライン授業を実施し、子どもたちの

学習保障につなげることができました。今後、オミクロン株

の流行が広がりつつあり、不安感の漂う年末になりますが、
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そうした中にも希望の光が差す２０２２年になりますことを

祈念いたしまして、私からの報告は以上とさせていただきま

す。 

それでは、委員の皆様から１２月にございました教育全般

に関する事項で御意見、御感想などがございましたらよろし

くお願いいたします。 

 

私は１１月中旬のオンライン研修に行かせていただいたと

きに、心に残ったことをお話させていただきたいと思いま

す。「令和の日本型学校教育の構築」という大きなテーマで文

科省からすべての子どもたちの可能性を引き出す個別最適な

学び、共同的な学びの実現ということで御説明がございまし

た。指導の個別化は非常に大事ですが、一人一人に寄り添お

うと思うとクラスの人数も多く、担任の人数も限られている

ので難しいところもあると思います。さらに驚いたことは１

２月末に講師に来てくれませんかと県の教職員課から電話が

私にかかってくるほど、講師の需要が高いのだと思いまし

た。教師の人数がひっ迫している状況の中で個別化をどのよ

うにやっていくのかと思いました。 

もう１つ心に残ったことは、教育行政に係る法務相談体制

の充実ということで、教職現場も法律を知っていなければ防

げることも防げなくなり、何でも抱え込んでしまうのでこう

いった体制も大事だと思いました。 

また、気になったこととして、改革に向けた６つの方向性

というものがありました。「教育の機会均等の実現」「学校マ

ネジメントの実現」「これまでの実践とＩＣＴとの最適な組み

合わせの実現」「履修主義と修得主義の適切な組み合わせ」

「感染症や災害時の学習保障」「持続的で魅力ある学校教育の

実現」この文末がすべて実現、組み合わせという言葉に勝手

なこと言っていると思いました。実現できていれば教育は充

実しますが、これが全部現場に反映するとなったとき、どれ

くらい実現に近づけられるのかというところで大変重たい部

分があると印象を持ちました。 

次にインクルーシブ教育の全国協議に入らせていただきま

した。学校現場の先生たちはインクルーシブ教育をよくわか

っていますが、教育委員という立場の者にあまり知られてお
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らず話があまり深まりませんでした。 

次にいろいろ参加させていただいたことを話させていただ

きたいと思います。１１月２８年に青少年育成大会というの

があり、表彰式の後に講演という形でした。ただ、コロナ禍

ということで仕方がないですが、毎年、表彰式が終わってか

ら人が減ってしまい、講演の人数が本当に少なくなります。

今回の講演の方のお話も大変聞きやすく、理論的にはまだ問

題があると思いますが、現場の先生たちに大変役立つような

お話であり、現場の先生に聞いてほしいと思いました。あり

方や青少年を育成するための大事な部分は、高齢化した人た

ちが支えになって動かしてくださっているということは、栗

東市も草津市も同じと思いましたが、大変大切な部分ですの

で、参加者が増えることを願って帰ってきました。 

今回は本当にありがたいことにいろいろな学校を訪問させ

ていただいて、直に子どもたちの姿を見せていただく機会に

恵まれました。 

１つ目は、高穂中学校の書道家に学ぶということで、書道

の授業を見させていただきました。草川先生の御指導で、自

分の選んだ言葉に命を吹き込むその表現というテーマでし

た。おーいお茶の「おーい」をどのように表現するのか。遠

くの人を呼ぶのか、量のことを言っているのか、そのような

話で中学生に切り込んでいかれたので、大変聞きやすい話だ

と思いました。生徒たちは半紙に思い思いのことを書いてき

ました。先生は子どもたちのそばに寄り添って指導されてお

り、決して押し付けではなく「ここがいいよ」「ここはこうい

うふうに書くともっと良くなるよ」と実際に筆を持ちなが

ら、クラスのほとんどの子どもたちに書いておられました。

そうしたことで生徒の意欲は高まり、先生に来てほしく手を

挙げる子も増えていました。自信満々で嬉しさが溢れている

生徒の姿が見られたことが、外部講師の指導の良さを感じま

した。そのころ、愛知県の弥富市で中学生が中学生を刺し殺

すという事件が起きたばかりの頃でした。高穂中学校の子ど

もたちの笑顔を見ることができて安心した瞬間でございまし

た。 

先ほど教育長さんおっしゃったように、レッツエンジョイ

スポーツでレイクスターズの陸上を老上西小学校、立命館大
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我孫子委員 

 

学のラクロスグループを老上小学校で見させていただきまし

た。ラクロスの方で立命館大の学生さんが生徒１人に１人く

らいの人数で来てくださっていましたので、初めてのスポー

ツでも子どもたちはいきいきと楽しくやっていたと思いま

す。スポーツの楽しさと技術力の高さを同時に知る機会にな

り、運動好きな子もそうでない子も得るものが大きかったと

思います。すべての子どもたちが等しく学べておりましたの

で、これが平等な教育の実現の１つかと思いました。 

最近ですが、渋川小学校の英語の授業に呼んでいただき喜

んで行きました。指導者は英語専科の先生ということで、ネ

イティブではない教師がこれから教えていく時代になると思

うとそれだけで怖いです。子どもたちは唇の動きや舌の動き

を読んで真似するのでマスクをつけての指導は難しいです。

文科省からマスクつけて指導するよう言われておりますので

フェイスシールドが使えません。また、教科としての理解に

英語をプラスした授業で、これは草津市でも施行されている

イマージョン教育という取組をやっておられました。これか

らイマージョン教育の課題や良さを活かし再構築していき英

語で授業ができるようになると思います。実はアメリカの小

学校で算数の授業に参加したことがありましたが、英語が苦

手な私でも言っていることがわかりましたので、英語でも算

数ができると思いました。黒板には図や表、数字が書かれて

いるので理解できます。全教科を英語でやることは可能だと

思っています。草津市はＩＣＴが素晴らしいですが、先生が

英語を教える時代が近々来るはずなので、推進的な草津市の

取組をこれから見ることができれば良いと思います。私は小

学校での英語は会話ができることが大事だと思うので、砕け

た英語でも先生やお友達と会話できるようにできれば素晴ら

しいことだろうなと思います。 

今回は本当にいろいろな学校に寄せていただけたことが嬉

しいです。子どもたちのたくましい姿も見られてコロナ禍に

決して負けていないと思いますので、２０２２年も子どもた

ちの素晴らしい姿が見られることに期待したいです。 

 

 スポーツ保健課の「レッツエンジョイスポーツ!」でレイク

スターズとして授業に参加させていただきました。今回は南
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第二学校給食センター所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笠東小学校でこの事業とは別に講話で老上小学校と矢倉小学

校に行かせていただきました。各学校、各学年、各クラスに

いろいろな色があり、みんな素直で反応が良かったのでどの

授業もやりやすかったです。学校の先生の話を聞いていると

特別な授業が今までなかったのでそのことも影響していると

いうことで、実際に選手や使っている道具を見ることで楽し

んで取り組んでいて嬉しかったです。選手をやっていてよか

ったと思いました。 

オミクロン株が今後どうなっていくかわからないですが、

プロのバスケットボールやサッカーの試合で観客の人数制限

は始まってきています。科学データに基づくと、今マスコミ

が騒いでいる程ではないのではないかという情報があるの

で、文科省がどのように判断されるかによりますが、科学デ

ータに基づいて判断していただいて、子どもたちの楽しさを

失わないようにしてほしいと思いました。 

以上です。 

 

それでは教育長報告につきましては以上で、終わらせてい

ただきます。 

次に日程第４「報告事項」に移ります。事務局より報告を

お願いいたします。 

 

報告事項１草津市学校給食費徴収規則の制定について御説

明を申し上げます。 

報告書は３ページでございます。 

本市の学校給食費につきましては、現在、各小学校におい

て保護者より徴収させていただいており、その後に各小学校

から市へ入金いただいておりますが、中学校給食開始を契機

として、中学校については令和４年１月から、小学校につい

ては令和４年４月から市が保護者から直接徴収することとし

たところでございます。今回、その取扱いについて市民の

方々に明らかにしておくため、本規則を制定したものでござ

います。規則の内容でございますが、第１条において本規則

の趣旨を定めております。 

第２条において給食費の月額および徴収月、月途中での転

出入の場合の取扱いを定めております。給食費の月額につき
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藤田教育長 

 

 

小辻委員 

 

 

第二学校給食センター所長 

 

 

小辻委員 

 

ましては、小学校は現行の金額、中学校は４月の協議会でも

御説明しましたとおり新たに決定しました金額でございま

す。 

第３条において学校給食費の納付方法については原則口座

振替によるものと定め、口座振替が不能であった場合の取扱

い、ならびに口座振替期日の保護者への通知について定めて

おります。 

第４条において食物アレルギー等のやむを得ない事情によ

り、給食を喫食しない場合や中学３年生の卒業後の給食を提

供しない回数がある場合、その他市長が必要と認める場合に

おける学校給食費の減額について定めております。 

 第５条につきましては納付済みの給食費から還付額がある

場合の還付規定でございます。 

第６条につきましてはその他の事項についての市長への委

任規定となっております。 

付則でございますが、第１項において施行期日、第２項に

おいて施行期日前の準備行為について定めております。 

第３項において、中学生は今年度については３学期のみの

給食実施となりますため、実施回数に応じた給食費の調整を

行い、令和４年１月から３月までの３ヶ月分については月額

４，１２５円とすることを定めております。 

以上、誠に簡単ではございますが、報告事項１草津市学校

給食費徴収規則の制定についての説明とさせていただきま

す。 

 

今の報告事項について御質問ございましたらお願いいたし

ます。 

 

第４条に減額について書かれていますが、子どもが欠席さ

れた場合でも喫食とみなすのでしょうか。 

 

５日連続で食べられなかった場合については減額させてい

ただいておりますが、１日では減額しておりません。 

 

基本的には休んでも喫食とみなすということがわかりまし

た。 
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幼児課長 

 

ほかにございますか。 

続きまして「令和４年度草津市立認定こども園（教育認

定）の園児募集結果について」事務局より報告お願いしま

す。 

 

報告事項の２つ目の令和４年度草津市立認定こども園（教

育認定）の園児募集結果について幼児課山際から御報告させ

ていただきます。 

報告書の５ページの令和４年度草津市立認定こども園（教

育認定）入園状況を御覧ください。 

令和４年度の草津市立認定こども園（教育認定）の新入園

児の募集については、１０月２８日から１１月４日にかけて

申し込みの受付を行いました。その結果、草津中央おひさま

こども園を除きまして、希望者全員の入園を決定することが

できました。草津中央おひさまこども園につきましては、３

歳児において募集人員の２０人に対しまして、３３人の申し

込みがありましたことから１１月１１日に抽選を行いまし

て、２０人を決定いたしました。抽選漏れになられた１３人

のうち、９人の方が待機登録をされております。また、矢橋

ふたばこども園につきましても３歳児におきまして、募集人

数の８人を超える９人の申し込みがありましたことから抽選

を行いましたが、その後、決定者の中の１人から辞退者がご

ざいましたので、結果として希望者全員の入園決定を行うこ

とができました。 

以上、誠に簡単ではございますが、御報告とさせていただ

きます。 

 

ただ今の報告事項でございますが何かございましたらよろ

しくお願いします。 

 

３歳児についての空き状況は定員割れしているところもあ

ると思いますが、待機登録の方は定員割れしているところに

行くということは希望されないのでしょうか。 

 

おひさまこども園は申し込みの多いこども園で家から近い
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幼児課長 

 

 

 

などの条件もあり、ここにこだわっておられるということに

なります。 

 

保育園の場合は、親御さんの仕事が中心になりますので遠

方でも就学する小学校以外のところに通われたりしますが、

こども園の場合は親御さんが送迎可能な状況にいらっしゃる

ことが多いので、こういったことが起きるのでしょうか。 

 

教育認定ですので、おうちで見てもらえる方になると思い

ます。 

 

玉川こども園であれば、４５人募集されているのに半分近

く空いてしまっており、もったいない気がしますが今後の人

口増などで変わることだと思います。 

 

ほかにございませんか。 

 

草津中央おひさまこども園の４歳児に関しての募集人数は

７名で申し込みは４名ということでしたが、待機児童のこと

もありますので、次年度の募集人数はどのように予定されて

いますか。 

 

おひさまこども園につきましてはほぼ毎年抽選をする状況

でございます。３歳児につきましては、待機登録で必ず待っ

ておられます。駅周辺に園がないということで申し込みの多

い園でございます。４歳児、５歳児はあまり待機がございま

せんが、おひさまこども園の３歳につきましては来年度もそ

ういった見込みになると思います。 

 

来年になっても３歳児で待機登録された方は４歳児でも登

録されるのでしょうか。 

 

昨年の実績ですと、３歳児で待機登録された方が４歳児の

ときに申し込みされておりません。詳しい理由はわかりませ

んが、違うところに行かれたのか、保育園に行かれるのか４

歳児での申し込みはありません。 
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その辺りは、いろいろな事情があると思いますので、来年

度の傾向も見ていただきたいと思います。 

 

ほか大丈夫でしょうか。 

では、続きまして「寄付の受け入れ報告について」お願い

します。 

 

報告事項の３寄付の受け入れ報告につきまして教育総務課

森下が御説明申し上げます。 

報告書は７ページでございます。 

公益財団法人日本教育公務員弘済会滋賀支部支部長中村俊

英様および株式会社滋賀教弘代表取締役平原宗生様から、弘

済会設立６５周年、滋賀教弘設立６０周年の記念品贈呈とし

まして、寄付品目のところに記載しているハンズフリー拡声

器をはじめとします備品を市内の小中学校に御寄付いただき

ました。また、公益財団法人河本文教福祉振興会理事長日髙

勇様から児童用図書、生徒用図書を市内の小中学校に御寄付

いただきました。続きまして、株式会社京都銀行取締役頭取

土肥伸宏様から薬品庫と手指消毒剤を老上中学校に御寄付い

ただきました。また、株式会社滋賀銀行取締役頭取高橋祥二

郎様から大型ストーブを老上中学校に御寄付いただきまし

た。 

報告事項は以上でございます。 

 

ただ今の報告事項につきまして、御質問がございましたら

お願いします。 

それでは報告事項につきましては以上で終わらせていただ

きます。これをもちまして本日の議事は終了となりますが、

事務局からほかに何かございますか。 

ないようでございますので、これをもちまして会議を終了

いたします。次回は１月１９日水曜日午後３時から定例会の

開催でございますのでよろしくお願いをいたします。 

 

閉会 午後１時４０分 

 


